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イノベーション創出に向けて、公募研究等のあり方を見直し

我が国の社会課題解決に向けた重点課題

1これまでの技術戦略の概要について

イノベーション創出実現に向けた情報通信政策
の在り方 (H26.6)

（中間答申：H27.7）
国・NICTが取り組むべき重点研究開発分野・課題
研究開発と実証実験（技術実証・社会実装）の一体的推進
産学官によるIoT推進体制の構築

（第二次： H28.7 ）
IoT/ビッグデータ/AI時代の人材育成戦略、標準化戦略
スマートIoT推進戦略（先端的プラットフォーム・ネットワーク
構築）
次世代AI推進戦略（基本戦略、研究開発課題）

（第三次： H29.7 ）
次世代AI社会実装戦略（言語処理技術、脳情報通信技術等
の取組ロードマップ）
次世代AI×ICTデータビリティ戦略（良質なデータの確保戦略、
データ連携とAIでの利活用方策、多様なAIサービスを支える
基盤の構築）

具体的な取組事例情報通信審議会答申

独創的な人を支援する特別枠「異能ベーション」開始
 ＩＣＴイノベーション創出プログラム「Ｉ-Challenge!」創設
「グローバルコミュニケーション計画」等の開始

ＮＩＣＴ中長期計画の策定
• ソーシャルＩＣＴ革命の推進を目標に掲げる
• 社会を見る、繋ぐ、創る等のキーワードにより取組を整理

重点研究開発プロジェクト
• ネットワーク技術関連 （ H30～光ネットワーク技術、H30～

衛星通信における量子暗号等）
• ＩｏＴ関連（H28～IoT共通基盤技術、H29～IoT/BD/AI情報通

信プラットフォーム等）
• 人工知能関連（H29～次世代人工知能技術、H30～高度対

話エージェント等）

産学官連携体制の強化
• スマートＩｏＴ推進フォーラムの設立

• 研究開発成果の技術実証、社会実証を推進するテストベッ
ドの整備

人材育成の取組
• ユーザ企業等を対象とした各地域でのＩｏＴ講習会
• 若者・スタートアップを対象とした、ハッカソン

新たな情報通信技術戦略の在り方(H27.1～)



2イノベーション創出実現に向けた情報通信技術政策の在り方

■ 中間答申（H25.7)では、イノベーション創出の仕組み（国が実施するICT研究開発プロジェクトや公募型研究の実施方法の見直し）や今後

取り組むべきパイロットプロジェクト等につきとりまとめ。総務省では、中間答申を踏まえ、ICT成長戦略の一環として、以下の取組等を推進。

①新たな公募型研究開発プログラム（独創的な人向け特別枠、ICTイノベーション創出チャレンジプログラム）の立ち上げ

②高度道路交通システム（ITS)、スマートなインフラ維持管理に向けたICT基盤等に係る研究開発・実証プロジェクトの推進

■ 2020年の東京オリンピック・パラリンピック開催決定等を踏まえ、引き続き、以下の検討を実施。（下図参照）

①イノベーション創出に向けたICT研究開発の仕組みのさらなる見直し

②2030年の社会課題解決に向け、今後取り組むべき具体的なICT研究開発課題

出典：「「イノべーション創出実現に向けた情報通信技術政策の在り方」に関する情報通信審議会からの最終答申概要」をもとに総務省作成
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最先端のICTによる
好循環サイクルの実現

繋ぐ
社会を

創る
社会（価値）を

社会全体のＩＣＴ化の推進

世界最先端のICTによる
新たな価値の創造

 新たな価値創造を可能とする世界最先端のICTとしては、
• 多様なモノや環境の状況を、センサー等のIoTデバイスや、レーダー等のセンシング技術により把握し（「社会を観る」）、

• それらからの膨大な情報を広域に収集し（「社会を繋ぐ」）、

• ビッグデータ解析を行った上で将来を予測し、多様な社会システムのリアルタイムな自動制御等を行う（「社会（価値）を創る」）

ものが必要。さらに、

• 急増するサイバー攻撃からネットワーク、情報・コンテンツや社会システムを守る情報セキュリティ及び国民の生命・財産を守るため
の耐災害ICT基盤を実現し（「社会（生命・財産・情報）を守る」）、

• 将来のイノベーションのシーズを育てる先端的な基盤技術を創出する（「未来を拓く」）

ことが必要。

 次の5年間の研究開発は、このような世界最先端のICTを実現し、それにより「社会全体のＩＣＴ化」を推進することで、

課題解決を超えて新たな価値の創造を目指すことが適当。

 このような「社会全体のICT化」は、 2000年頃に起きた「IT革命」を発展させ、膨大なビッグデータにより将来を予測し、
多様な社会システムの自動化・人間との協働等を目指すものであり、いわば「ソーシャルICT革命」と呼ぶべきもので
ある。

中間答申～新たな情報通信技術戦略の方向性

（例）  ロボットとの協働による、高齢者、障がい者等
多様な社会参加の実現

多言語音声翻訳システムによるグローバルで自
由な交流の進展

 センサー・ビッグデータを活用した、交通・物流
等の社会システムの最適制御

世界最先端の「社会全体のＩＣＴ化」の推進

社会を

観る

守る 拓く未来を社会（生命・財産・情報）を
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特定サービス毎の垂直統合に
よる囲い込みに対応するため、
① 特定サービスに依存しない、

データ収集・利用、デバイス
管理

② 異なるベンダー間の相互
接続性の確保

③ サービスの重要度に応じた
ネットワークの資源配分と
接続の信頼性確保

＊超低遅延（1ms程度）
＊超多数同時接続

（100万台/km2）
＊超高速（10Gbps）
＊自動走行

（100km/h,128台/km2）
＊次世代ＡＩ（ＡＩ＋脳科学）
＊ユースケースに即した上記

機能の選択・対応 等

アクセスネットワーク

コアネットワーク

自動車ロボット

エッジ
コンピューティング

ウェアラブル
端末 カメラセンサー

クラウド クラウド

家電

センシング アクチュエーション

ｽﾏｰﾄｼﾃｨ/ｽﾏｰﾄﾊｳｽ
自律型ﾓﾋﾞﾘﾃｨ(自動車,
ﾛﾎﾞｯﾄ,ﾄﾞﾛｰﾝ,農機･建機 等)
ﾍﾙｽｹｱ/ｽﾏｰﾄ農業/
公共ｲﾝﾌﾗ

アーキテクチャ（ユースケース）

Wi-SUN/ZigBee/Wi-fi/Bluetooth/Ethernet

エリアネットワーク

共通プラットフォーム

アクセスネットワーク

ゲートウェイ

ネットワーク

５Ｇ

ハンドオーバー、位置制御

ダイナミック
マップ

第二次中間答申～先端的なＩｏＴの共通プラットフォーム・ネットワークの開発

 共通プラットフォームの開発

 ネットワークの開発

多様な運用要件への対応
（方式別、サービス別等）

＜ネットワーク仮想化（SDN/NFV）＞



5第二次中間答申～人工知能分野の基本戦略

 我が国が人工知能分野で国際競争力を確保していくため、
①様々な分野で蓄積されているIoTデータを集める仕組みを早期に構築し、高品質なビッグデータ／スモールデータ
を集積。

②これを基に革新的な人工知能技術として新たなアルゴリズム、脳型AIチップ等の開発を加速するとともに、新しい
サービスやビジネスの創出を促進。

 また、集積される大規模なIoTデータの中から、③大学等の若手研究者が自由に扱えるオープンデータを整備する
ことにより、独創的なアイデアの創出を促進するとともに、データサイエンティストや倫理的問題等を扱える人材を
早急に育成。

新たなサービスや
ビジネスの創出、
社会実装の加速化

宇宙・気象・地形・

環境データ

高次脳機能観測
データ

WebやSNS等の

テキストデータ

NWセキュリティ

計測システム整備

データ化処理

計測フォーマット整備

AI基盤理論・
ソフトウエア開発

AI基盤理論・
ソフトウエア検証

アーキテク
チャ開発 素子開発

材料開発

AI-Hardware開発課題

IoT DataLife Log 健康・医療
データ

倫理・セキュリティ･
先取権課題解決

物流

交通

消費活動

社会行動

データ

IoTデータ集積関連課題

AI-Software開発課題

計測体制･人材整備

新たなアルゴリズム、
脳型AIチップ等の開発

社会システム
への実装

①高品質なビッグデータ／
スモールデータの戦略的
な集積

人材育成

分 析
高品質なビッグデータ

高品質なスモールデータ
大学研究・人材育成の
ためのオープンデータ



6第二次中間答申～脳科学の知見を取り入れた人工知能の飛躍的な発展方策

① 脳に学ぶマルチモーダル人工知能技術

視覚、聴覚から触覚への拡張により身体性を獲得、さらに
運動制御や言語処理を高度化

③ 脳に学ぶ桁違いの消費エネルギーで駆動する人工知能

桁違いの省エネルギー実現のための、アーキテクチャ、
回路レベルから計算アルゴリズムまでの全面見直し

② 超小型軽量低電力の人工知能チップ

脳情報科学の知見に基づく脳型コンピューティング研究と
脳神経回路を模倣する電子回路技術研究を連携

アルファ碁は1000
CPUと200GPUを駆
使して約25万Wの

電力を消費する。
一方、人間の脳は
1W程度のエネル

ギー消費で同じ情
報処理を行ってい
る。



2016 2020 2030 2040

数値データ処理
人間・システムモデル化

認識能力関係
一般物体認識・環境認識 原始的シンボルグラウンディング

IoTセンサデータの活用 センサデータによる部分最適化 社会全体の最適化

人間の表情・感情認識 スモールデータ学習による認識

文化・社会的背景を考慮・認識

運動能力関係

高度なゲーム・タスク遂行 深い背景知識を要するタスク 文化・社会的背景を要するタスク

自律移動・周辺環境構造化

安全マニピュレーション

安全ロコモーション 移動が社会の中に組み込み

脳の情報処理研究が加速 認知モデルが部分的に解明 認知モデルが概ね解明

計算機システム等
の必要なハードウェア

センサ類の高度化 スマートアクチュエータ等 脳型デバイス

社会知解析技術

自律的社会知解析技術 特化型対話ロボットシステム 汎用対話型意思決定支援技術自
然
言
語
処
理

の
高
度
化

リアルタイム社会知解析
システムの開発、実証

音声翻訳技術 多分野化・多言語化 同時通訳・言語自動判別等 汎言語化・文脈理解

革新的知能分野

既存の手法を改良した高度な学習アルゴリズムの開発／
全く新しい疎・不完全・超高次元データから高精度学習を実現するアルゴリズム開発

サイエンス分野
との連携

倫理的・社会的
課題への対応

人材育成

学習アルゴリズムの選択／調整の自動化及びハードウェアを考慮した学習技術の開発

複数のサイエンス分野の飛躍的発達への対応の研究

プライバシー・説明責任を考慮した人工知能技術の開発

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
基
づ
く

AI

データサイエンティスト等の人材等の育成

情報通信基盤の
高度化への適用

ネットワークのダイナミック制御等のための人工知能技術の開発

剛体・柔軟物マニピュレーション マニピュレーションのモジュール化

【参考】 次世代人工知能技術のロードマップ（ビッグデータに基づくＡＩ） 7



2016 2020 2030 2040

トップダウン研究
Brain(Function)
Inspired
Computing

認知レベル 意思決定レベル 自律行動レベル

脳
科
学
の
知
見
に
基
づ
く
AI

大脳皮質領野機能のモデル化と
APCMの実現

短期記憶（海馬）モデル化
と脳型キャッシュの実現

HAPIモデルの実現
とBMI連携

大脳基底核等大脳辺縁系
モデル化

APCM連携モデルの確立
とACM実現

自律型環境認知
意思決定システム
の実現(IDCDM)

軌道設計モデルの実現（ICM）

体性感覚・運動計画モデルの実現
（MCAM)

超
小
型
軽
量
低
電
力
の
Ａ
Ｉ
チ
ッ
プ
の
開
発

ボトムアップ研究
Neuro
Morphic
Computing

マイクロカラムレベル マクロカラム・領野レベル 大脳皮質～全脳レベル

ニューロモルフィック回路
基本モジュールの実現

ビルディングブロック
モジュールの実現

大脳機能以外（小脳・大脳辺縁系）の
ニューロモルフィックモジュールの実現

大脳１領野のニューロ
モルフィック回路実現

大脳辺縁系のニューロ
モルフィック回路の実現 全脳レベルニューロモルフィック

システムの実現

身体性・ロボット

高次脳機能の
認識と応用

可搬型脳機能計測
脳の身体性の解明 身体性に基づく動作の実現

あらゆる機器への浸透
（ドローン、ロボット、車、飛行機等）

AI for Brain Science

Brain Science for AI

脳情報データベースの整備

エンコード
モデル

身体性情報処理
エンコード
モデル

自然動画認識

エンコード
モデル

コミュニケーション脳

深層学習・スパースモデリング 脳に学ぶAI技術構築・検証 次世代AI技術

TrueAI WBM

脳情報データベース

自然活動
刺激セット

Brain-Life-log

ApCM: Artificial partial Cortex Module(Machine)
ACM: Artificial Cortex Module(Machine)
HAPI    : Human AI Programing Interface

MCAM: Mortal Cortex Area Model（Machine)
CM: Integrated Cerebellum Model (Machine)
WBM: Whole Brain Machine 

IDCDM: Integrated  Developmental Cognitive and
Decision making Model(Machine)

BMI      : Brain Machine Interface

セキュリティ

宇宙・電磁波環境

Neuromorphic-circuit
脳型アーキテクチャの実装

ゆらぎアーキテクチャ Beyond Brainアーキテクチャ
消費エネルギー

エンコード
モデル

自然言語認識

新奇AIの検証

AIテストベッド

新奇AI

自然言語処理
の高度化

脳科学に学ぶAIの実践

【参考】 次世代人工知能技術のロードマップ（脳科学の知見に基づくＡＩ） 8



9第三次中間答申～『次世代AI社会実装戦略』 『次世代AI×ICTデータビリティ戦略』

次世代AI社会実装戦略

次世代AI×ICTデータビリティ戦略

言語×ICT
→ 言語分野のデータ利活用

宇宙×ICT
→ 宇宙分野のデータ利活用

文脈理解を行うAI

ヒトの感性を理解するAI

意思決定ができるAI

意味理解を行うAI

言語処理技術、脳情報通信技術等の取組ロードマップ
• 両技術の研究開発と社会実装をロードマップに基づき
オールジャパンで推進

次世代AI×ICTﾃﾞｰﾀﾋﾞﾘﾃｨ

• プライバシー保護、データセキュリティ確保、データ形式等の
共通化・互換性確保、前処理の効率化のための研究開発

① ユーザ企業等のデータ利活用方策
• ユーザ企業等のIoTスキル向上とベンダとのマッチング推進
• 生産分野や社会インフラ分野におけるワイヤレスIoT化の推進

② 言語、脳情報、宇宙分野のデータ利活用方策
• 官民に蓄積されたデータの発掘・収集
• 出口分野も含めたデータ駆動型の産学官連携

③ NICTにおけるデータ提供の推進
• ワンストップのデータ提供・社会実装コンサルティング

ユーザ×ICT
→ ユーザ企業等の データ利活用

脳×ICT
→ 脳情報分野のデータ利活用

『次世代AI』

『葉』

＝

（１）重要分野の良質なデータを戦略的に確保する方策

（２）異分野データを連携させて安全、利便性高く、
AIで利活用可能とするための方策

多種多様なAIサービスを支える
新たな基盤の構築

（３）多種多様なAIサービスを支える新たな基盤の構築
• Society 5.0ネットワーク統合基盤の構築（ＡＩ×５Ｇ）
• オープンな日本語の次世代対話プラットフォームの構築

重要分野のデータ確保、
異分野データ連携の推進

次世代AIの社会実装

『ICTﾃﾞｰﾀ利活用環境』
（ICTﾃﾞｰﾀﾋﾞﾘﾃｨ）

『根』

＝

・Society5.0実現に向けた熾烈な国際競争の中で、我が国社会の生産性向上と豊かで安心な生活を実現するため、NICTの最先端の言語処理技術、
脳情報通信技術等の次世代AIの社会実装を図ることが喫緊の課題である。（安倍総理の指示で設置された人工知能技術戦略会議の下で、
総務省は我が国の言語処理技術、脳情報通信技術、革新的ネットワーク等の研究開発と社会実装を担当する。）

・また、その駆動力となるユーザ企業等の多様な現場データ、言語、脳情報、宇宙等の重要分野の良質なデータを戦略的に確保するとともに、
異分野データを連携させて、安全、利便性高くAIで利活用し、価値創出を図るための環境整備（「ICTデータビリティ」）を推進することが必要である。

・このため、『次世代AI社会実装戦略』、 『次世代AI×ICTデータビリティ戦略』を一体的に取りまとめる。
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2017 2020 2030

第三次中間答申～次世代AI社会実装戦略 （取組のロードマップ）

自
然
言
語
処
理
技
術
と

脳
情
報
通
信
技
術
の
融
合

対話プラットフォームの社会実装

自
然
言
語
処
理
技
術

自律的社会知解析技術

対話エンジンの高度化

多分野化・多言語化

同時通訳・ビジネス通訳

次世代高度対話技術

多言語音声翻訳技術

ユーザの意図、情動、背景等各
種属性の推定および活用技術

次世代対話プラットフォーム

学習データの整備学習データの蓄積

擬似的人格生成技術および擬似的人格に従った対話を行う
技術の開発

脳
情
報
通
信
技
術

脳情報データベースの基盤構築

深層学習・スパースモデリング 脳に学ぶAI技術構築・検証
次世代
AI技術

脳科学に学ぶAIの実践

視覚情報・聴覚情報

認知内容

感性情報

動作・行動情報

高次脳機能の認識と応用
（脳情報のエンコード（ENC）
/デコード（DEC）技術）

身体性・ロボット 可搬型脳機能計測
脳の身体性の解明

身体性に基づく動作の実現

視覚情報・聴覚情報（応用）

認知内容（応用）

感性情報（応用）

脳情報データベースの運用
脳情報データベース

脳情報データベースのデータ整備・増強

人工脳モデルによるプラットフォームの応用
脳機能モデル化

脳情報 ENC/DEC技術

あらゆる機器への浸透
（ドローン、ロボット、車、飛行機等）

質問応答、仮説推論技術等、テキ
ストの分析・活用技術の改良・改善

高度な専門的知識に関する推論技術

社会知活用型対話エージェント技術

リアルタイム社会知解析システ
ムの開発実証

一文を越えた知識（話者、話題、文化理解）の活用に基づく文章翻訳

周
辺

技
術

マン・マシン・
インターフェイス

ヒトとマシンが
よりそう社会

楽しい人や天才
を育てる社会

グローバルに
活躍できる社会

若者に受け入れられる
高齢化社会

家事
・介護ロボット

BMI
コネクティッド

ホーム

各種IoT
デバイス

自動車
スマホ、AIス
ピーカー

コミュニケー
ションロボット

AR、
VRデバイス

IoT・ｾﾝｼﾝｸﾞ技術

目指すべき社会

「会話」と「快適」を結ぶ
「未来コミュニケーション」

自然言語処理技術、脳情報通信技術への波及効果

脳情報 ENC/DEC 技術高度化(多様性・精度向上）

脳モデル化による
次世代A I技術の
ﾌｨｰｼﾞﾋﾞﾘﾃｨｽﾀﾃﾞｨ
（ 映 像 解 析 等 ）


